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★大平町地域協議会だよりは、市のホームページにも掲載しております。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。大
平
地
域
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、明
る
く
希
望
あ
ふ
れ
る
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
は
、大
平
町
地
域
協
議
会
委
員
の
改
選
が
あ

り
、新
し
い
委
員
と
と
も
に
、地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、五
年
と
定
め
ら
れ
た
地
域
自
治
区
制
度
の
最

後
の
年
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
実
績
を
踏
ま

え
な
が
ら
、平
成
二
十
七
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
地
域

自
治
制
度
に
引
き
継
い
で
い
く
重
要
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
新
た
な
地
域
自
治
制
度
で
は
、人
口
構
造
の
変
化

や
市
の
財
政
状
況
の
変
化
、多
様
化
す
る
地
域
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、市
内
を
８
区
域
に
分
け
、住
民
代
表
組
織
で

あ
る「
地
域
会
議（
仮
称
）」を
設
置
し
、住
民
が
任
意
で
組

織
す
る「
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
」や
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
援
す
る「
地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」と
連
携

し
て
、地
域
の
発
展
と
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
月
に
は
岩
舟
町
と
合
併
し
て
、県
内
で
三
番
目
に
人

口
が
多
い
市
に
な
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、大
平
地
域
の
独

自
性
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ

く
、よ
り
一
層
き
め
細
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、更
な
る
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
結
び
に
、本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、実
り
の
多
い
、飛

躍
の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。今
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
生
栃
木
市
が
発
足
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
、間
も
な
く

四
年
間
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。四
月
に
は
市
長

並
び
に
市
議
会
議
員
選
挙
と
い
う
重
要
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。

　
大
平
町
地
域
協
議
会
も
昨
年
二
期
目
と
な
り
、間
も
な

く
最
終
年
度
に
な
り
ま
す
。岩
舟
町
と
の
合
併
も
予
定
さ

れ
、県
が
十
年
前
に
提
示
し
た一
市
五
町
に
よ
る
県
内
第
三

位
の
人
口
規
模
自
治
体
と
な
り
、更
な
る
新
生
栃
木
市
が

誕
生
し
ま
す
。

　
け
れ
ど
も
、そ
れ
に
よ
っ
て
大
平
地
域
が
大
き
く
影
響
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。市
民
の
生
活
環
境
が
、公
正
で
安
定
し
て
守
ら
れ
る
地

方
都
市
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
市
政
は
あ
り
、様
々
な
形

の
変
化
は一
過
程
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
ま
で
に
行
政
組
織
機
構
が
改
め
ら
れ
、必
要
が
あ

れ
ば
今
後
も
修
正
が
さ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、職
員
も
市
民
も

一
日
で
も
早
く
そ
れ
に
慣
れ
、円
滑
な
意
志
の
交
流
と
信
頼

の
構
築
に
よ
っ
て
、新
た
な
前
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
祈
念
す

る
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
地
域
協
議
会
委
員
は
、残
さ
れ
た
任
期
一
年
三
か

月
、全
員
参
加
の
研
究
会
を
充
分
活
動
さ
せ
な
が
ら
、市
長

か
ら
の
意
見
聴
取
事
項
の
審
議
を
含
め
、ひ
き
つ
づ
き
地
域

の
た
め
に
、皆
さ
ん
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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本
市
で
は
、
が
ん
・
心
疾
患
・
脳
血

管
疾
患
の
３
大
死
因
の
死
亡
率
が
高

く
、
ま
た
、
壮
年
期
の
死
亡
率
も
高

い
た
め
、
生
活
習
慣
病
の
発
病
予
防

及
び
重
症
化
予
防
に
重
点
を
置
き
、

一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
に
対
す

る
取
り
組
み
を
高
め
、
社
会
全
体
と

し
て
支
援
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
本
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

第
6
回（
11
月
21
日
）

　
　
　
大
平
町
地
域
協
議
会

《
意
見
聴
取
事
項
》

栃
木
市
健
康
増
進
計
画
に
つ
い
て

　
　  

【
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
】

◇
計
画
の
期
間

平
成
26
年
度
〜
35
年
度
の
10
年
間

Ⅱ
市
民
の
健
康
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

◇
出
生
率
・
死
亡
率
の
推
移

　
出
生
率
は
、
県
や
国
よ
り
低
く
、
死

　
亡
率
は
、
県
や
国
よ
り
高
い
。

◇
医
療
費
の
状
況

　
約
４
割
が
、
高
血
圧
や
脳
卒
中
等
の

　
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
病
気
。

◇
死
亡
状
況

・
50
〜
54
歳
、
60
〜
64
歳
は
、
県
や　

　
国
よ
り
死
亡
率
が
非
常
に
高
い
。

・
40
〜
64
歳
の
死
因
は
、
脳
内
出
血
と

　
く
も
膜
下
出
血
が
全
国
と
比
べ
て
非

　
常
に
高
い
。

◇
健
康
寿
命
・
平
均
寿
命

　
両
寿
命
と
も
県
平
均
よ
り
低
い
。

◇
健
康
診
査
受
診
状
況

　
受
診
率
は
、
年
々
増
加
傾
向
だ
が
、

　
県
よ
り
低
い

◇
課
題
の
抽
出

①
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
取
り
組
み

　
の
強
化

②
高
血
圧
等
の
基
礎
疾
患
の
十
分
な
管

　
理
と
、
健
康
診
査
受
診
な
ど
市
民
の

　
意
識
向
上

③
死
亡
率
の
高
い
壮
年
期
へ
の
働
き
か

　
け
の
強
化
（
食
事
バ
ラ
ン
ス
や
運
動

　
の
普
及
啓
発
等
）

④
休
養
を
取
り
や
す
い
環
境
の
整
備
と
、

　
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
支
え

　
合
え
る
社
会
づ
く
り（
ス
ト
レ
ス
対
策
）

Ⅲ
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

◇
基
本
目
標

　
健
康
寿
命
の
延
伸

◇
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
い
き
い
き
元
気
！　

　
　
　
あ
っ
た
か 

“
と
ち
ぎ 

”

◇
基
本
方
向

①
生
活
習
慣
の
改
善

②
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化

　
予
防

③
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
機

　
能
の
維
持
及
び
向
上

④
健
康
を
支
え
、
守
る
た
め
の
社
会
環

　
境
の
整
備

◇
重
点
領
域

①
栄
養
・
食
生
活

②
身
体
活
動
・
運
動

③
喫
煙

④
こ
こ
ろ
の
健
康

⑤
歯
と
口
の
健
康

⑥
健
康
診
査
・
検
診

Ⅰ 

計
画
の
策
定
に
あ
た
って

◇
計
画
策
定
の
趣
旨

Ⅳ
重
点
領
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り

　
６
つ
の
重
点
領
域
ご
と
に
、
現
状
と

課
題
や
、
目
標
、
取
り
組
み
に
つ
い
て

整
理
し
て
い
ま
す
。

Ⅴ
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
の

　
推
進
体
制
と
評
価

◇
計
画
の
推
進
体
制

　
栃
木
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
と

栃
木
市
健
康
増
進
計
画
推
進
部
会
を
中

心
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

◇
計
画
の
評
価

　
平
成
30
年
度（
中
間
年
）と
平
成
35
年

度（
最
終
年
）に
評
価
を
行
い
ま
す
。

地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

　
健
康
増
進
計
画
の
「
Ⅴ
．
健
康
づ
く

り
を
支
援
す
る
た
め
の
推
進
体
制
と
評

価
」
に
つ
い
て
、
支
援
関
係
機
関
と
し

て
「
商
工
会
議
所
」
と
あ
る
が
、
栃
木

市
に
は
４
つ
の
商
工
会
が
あ
り
、
商
工

会
議
所
と
は
全
く
異
な
る
団
体
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
商
工
会
と
も
協
議
の
上
、

支
援
関
係
機
関
と
し
て
加
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　10月18日及び11月21日、第5回
と第6回の大平町地域協議会が開催
されました。
　第5回の会議では、11月実施の先
進地視察研修の説明がありました。
（説明は掲載省略。視察の結果のみ
4Pに掲載。）
　また、第6回の会議では、組織機構
の見直し（非公開）や栃木市健康増進
計画など、3件の意見聴取が行われ
ました。

第5回･第6回
大平町地域協議会開催
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栃
木
市
新
た
な
地
域
自
治
制
度

　
　
　
基
本
構
想(

素
案
）に
つ
い
て

【
総
合
政
策
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
】

　
本
市
で
は
、合
併
時
か
ら
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
限
り
、地
域

自
治
区
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、設

置
期
間
後
に
お
い
て
も
、地
域
の
特
性
や

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

す
る
た
め
、本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

第
１　
序
論

◇
現
在
の
地
域
自
治
制
度

　
地
域
自
治
制
度
の
基
本
的
枠
組
み
や

　
地
域
自
治
の
あ
り
方
、現
在
の
状
況

　
に
つ
い
て
記
載
。

◇
自
治
基
本
条
例
及
び
総
合
計
画

　
本
市
の
自
治
の
最
高
規
範
で
あ
る
栃

　
木
市
自
治
基
本
条
例
と
最
上
位
計
画

　
で
あ
る
栃
木
市
総
合
計
画
に
お
け
る

　
地
域
自
治
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て

　
記
載
。

◇
地
域
自
治
制
度
の
必
要
性

　
①
人
口
構
造
の
変
化
への
対
応

　
②
財
政
状
況
の
変
化
への
対
応

　
③
多
様
化
す
る
地
域
課
題
への
対
応

　
④
地
域
に
お
け
る
議
員
・
職
員
数
の

　
　
減
少
への
対
応

第
２　
新
た
な
地
域
自
治
制
度

◇
地
域
自
治
制
度
の
方
向
性

　
一
定
区
域
の
住
民
が
、
地
域
固
有
の

課
題
解
決
や
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
活
動
に
自
主
的
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
、
次
の
三
者
の
連
携
に
よ
り
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

①
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織

　
住
民
が
自
発
的
に
設
置
す
る
任
意
組

織
で
、
地
域
住
民
や
各
種
団
体
等
が
構

成
員
と
な
り
、
身
近
な
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
践
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
地
域
会
議（
仮
称
）

　
市
が
、
各
地
域
の
住
民
代
表
組
織
と

し
て
設
置
す
る
附
属
機
関
で
、
地
域
の

意
見
集
約
、
調
整
を
行
い
、
市
長
へ
届

け
る
と
と
も
に
、
市
か
ら
の
意
見
聴
取

に
対
し
て
市
へ
回
答
し
ま
す
。

③
地
域
ま
ち
づ
く
り
セン
タ
ー（
仮
称
）

　
地
域
会
議（
仮
称
）の
事
務
局
と
ま
ち

づ
く
り
実
働
組
織
の
運
営
支
援
な
ど
を

行
い
ま
す
。

◇
地
域
自
治
組
織
を
置
く
区
域
の
単
位

【
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
の
区
域
】

　
地
域
会
議
（
仮
称
）
の
区
域
内
に
お

　
い
て
、
地
域
住
民
自
ら
が
選
択
。

【
地
域
会
議
（
仮
称
）
の
区
域
】

　
①
栃
木
中
央
地
域

　
（
栃
木
地
区
）

　
②
栃
木
東
部
地
域

　
（
大
宮
・
国
府
地
区
）

　
③
栃
木
西
部
地
域

　
（
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
地
区
）

　
④
大
平
地
域

　
⑤
藤
岡
地
域

　
⑥
都
賀
地
域

　
⑦
西
方
地
域

　
⑧
岩
舟
地
域

　
（
岩
舟
町
）

◇
地
域
自
治
制
度
を
支
援
す
る
予
算

①
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
への
助
成
制
度

　
単
独
の
組
織
で
は
解
決
し
き
れ
な
い

地
域
の
課
題
解
決
に
関
す
る
取
り
組

み
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
の
活

性
化
に
関
す
る
取
り
組
み
等
を
「
ま
ち

づ
く
り
実
働
組
織
」
が
企
画
、
立
案
、

実
施
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
を
助
成

し
ま
す
。

②
地
域
予
算
提
案
制
度

　
「
地
域
会
議
（
仮
称
）
」
に
よ
り
集

約
さ
れ
た
地
域
意
見
を
、
市
の
予
算
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
効
率
的
に
地
域

課
題
を
解
決
す
る
仕
組
み
で
す
。

◇
新
た
な
地
域
自
治
制
度
を
担
保
す
る

　
法
制
度
等

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
地
域
自
治
区

は
導
入
せ
ず
、
栃
木
市
独
自
の
制
度
と

し
ま
す
。

地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

　
住
民
代
表
組
織
で
あ
る
「
地
域
会
議

（
仮
称
）」
委
員
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
の
意
見
や
課
題
を
幅
広
く
収

集
す
る
た
め
に
、
男
女
比
や
年
齢
構
成

に
十
分
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
委
員
の
定
数
に
つ
い
て
も
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
、
人
口
割
に
よ
る
増

員
も
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す

る
。

参画

設置申請

認　　定

事務局
支　援

参画
参画

自治会
各種団体等地域住民

①まちづくり実働組織

③地域まちづくりセンター(仮称)

②
地
域
会
議（
仮
称
）
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今
後
の
地
域
協
議
会
の
予
定

◆
第
9
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
2
月
21
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

◆
第
10
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
3
月
20
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】 

大
平
総
合
支
所 

　
　
　
　
　
　
　
別
館
大
会
議
室

　

※

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方

　
　
は
、開
始
時
間
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ

　
　
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
大
平
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、左
記
の
電
話
や

F
A
X
、メ
ー
ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い（
様

式
不
問
）。

　
ご
意
見
等
の
内
容
に
よ
っ
て
、地
域
協

議
会
で
検
討
い
た
し
ま
す
。

大平町地域協議会だより
　　　　　　　　―第30号―
　　平成 26年 1月20日発行

発行　大平町地域協議会研究会
〒329-4492 栃木市大平町富田558番地
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（電話）0282-43-9205
（FAX）0282-43-8818
（E-mail）o-chiiki@city.tochigi.lg.jp

　11月25日（月）から26日（火）にかけて、大平町地域協議会先進地視察研修を実施しました。
　視察研修は、委員任期の1年目に実施することになっており、今年は、茨城県日立市の「塙山学区住みよいまち
をつくる会」と福島県いわき市（被災地視察）を訪れました。
　視察研修の結果を報告いたします。

茨城県日立市･福島県いわき市へ訪問!

 「塙山学区住みよいまちをつくる会」では、
福祉局や安全・安心局、創夢局など7つの
局と、自治会や関係機関が連携しながら、
「そこに住んでいる方が、今まで以上に住
みよさを実感できる地域」を目指して、365
日型活動のまちづくりを行っていました。
 計画ありき、予算ありきではなく、今、目の
前で困っている住民の身近な課題を真摯
に受け止め、親身になって解決していくとい
う姿に共感するとともに、今後の大平地域
のまちづくりに大変参考になりました。

 津波で壊滅的な被害を受けた久之浜地区を
訪問し、家の基礎しか残っていない被災現場
や、久之浜第一小学校の校庭に設置された仮
設店舗の浜風商店街を訪れました。
 久之浜商工会の宮本氏は『当時は、地震、津
波、火事に加え、原発、窃盗があり、5重苦に苦
しめられたが、キーワードの1つである「笑顔」で
頑張っている』と話していました。
 実際に被災地に赴き、被災された方に直接お
話を聞いたことによって、改めて被災地の方に
対して何が出来るか、大平地域の自主防災にど
う生かしていくかを考える契機となりました。

日立市

いわき市


